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(１)明るく元気なあいさつと時間の
厳守

実践課題

校内外でのあいさつ運動　強調期間の設定による意識化

学習の始まりの時刻を意識した生活

活動の始まりと終わりの時刻を意識した生活

生徒指導に関わる情報共有と共通した指導
(３）学校のきまりと時間遵守

明るく元気な態度
で, きまりを守り,
けじめのある生活
をしようとしてい
る。
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【年度（→次年度）】

3

3

評価指標
自己評価Ｂ

１　基本的な
生活習慣

３　安全な生活

児童の状況 自己評価Ａ

実現状況は極めてよく意識も高い／数値目標に対し１００％以上達成きわめて良好
自己
評価Ｂ
の評
価基
準

前期 後期

年
度

やや不十分

実現状況はおおむね良好／数値目標に対し６０～７９％達成

学校関係者評価 外部評価委員のコメント

良好

おおむね良好

主な取組

実現状況は良好で意欲もある／数値目標に対し８０～９９％達成

Ⅰ　自主的・自律的な生活

おおむね
良好

　生徒の実態を把握し、その実態に合わせた取組が見られる。先生方も
理解し取り組んでいるが、児童全体には浸透していない。すぐに効果は
現れないと思うのでこれからも組織で取り組んで欲しい。後期の向上を期
待している。

自己評
価Ａと外
部評価
の評価
区分

努力を要する

【前期（→年度）】
①今年度、「実践課題」とそれに伴う「主な取り組み」の一部を改訂した。１－（１）と１－（３）
②今年度も、あいさつと返事に関して、指導の重点をしている。あいさつに関しては「目を合わせてあいさつ」、返事に関して
は、「はいっ。」という歯切れのよい返事、そして、相手の声に関して反応を忘れないことを重視している。これに関連するアン
ケート調査では、児童、保護者ともに数値的には昨年度同時期とほぼ同じ数値だが、更なる向上に努めたい。
③今年度、「学校のきまりを守る」という項目について、子どもの自己評価が、昨年度同時期に比べ低くなった。これは、子ども
が決まりを守れていないということではなく、決まりを守ることの大切さについて、生徒指導主事から昼の放送を利用した情報
提供の機会を増やしているため、校内外の生活の決まりについて、子ども自身が自分ごととして真剣に考えているためと思わ
れる。
＜後期の取組＞
①前期に新たな取組として、「学級のあいさつ名人」を紹介、掲示する活動を行っている。紹介された本人の自信につながり、
周りにも良い影響を与えている。後期も継続して積み重ね、身近な良いモデルを示すことで、「よいあいさつの視覚化」を目指
す。
②「決まりを守ることがなぜ大切なのか」ということをじっくり考える時間を学級活動等の時間を活用して設定する。「決まりを守
ると、どんなよいことがあるのか」という視点で考えさせ、「みんなで決めたことは守り、高めていこう」という姿勢をもたせ、社会
性を育てたい。
③生徒指導上の諸問題に関しては、後期も生徒指導主事から放送を活用して指導していくことを継続する。全校で統一した指
導ができるようにする。

実現状況はやや不十分で取組が不安定／数値目標に対し４０～５９％達成

実現状況は不十分で努力を要する／数値目標に対し３９％以下の達成

２　自主的・
実践的な態
度

(２）集団の一員として自覚ある行動
児童会活動の充実

3
想像力・協働力・発信力の育成



　
写
※学校教育アンケートから

（児童）

（保護者）

（児童）

「
学
校
の
決
ま
り
」
に
つ
い
て
、
教
職
員
の
共
通

理
解
を
図
り
、
足
並
み
を
揃
え
て
指
導
が
で
き

る
よ
う
に
、
生
徒
指
導
主
事
か
ら
教
職
員
に
向

け
て
、
生
徒
指
導
便
り
を
発
行
し
て
い
る
。

「目を合わせてあいさつ」をす
るという具体的な行動目標を
月の目標に明記し意識付け
た。

クラスで選出したあいさ
つ名人を掲示。


